
　今回の展覧会は枚方市民ギャラリー所長や美術事業を担当されていた、赤地泰子さんの七回忌を偲ぶ方たち総勢

28人によるグループ展です。赤地さんは公私を問わず美術を愛し、これまで積極的に美術との関わりを持ち続け

られました。そして各地の美術館や個展会場に足を運び、多くの作家や学芸員・研究者と交友を深めてこられました。

　そんな交流のあった作家達による今回の出品作品は、現代美術・洋画・日本画・版画・彫刻・陶芸・書・工芸と

多彩な分野のものになっています。

　会場には平面作品と立体作品がバランスよく並び、全体的にすっきりとした印象を受けます。作品は比較的小さ

いものが多いですが、1つ 1つの作品の完成度が高いので、とても見応えのあるものになっていました。

　展覧会を見に来られた方達は、作品をゆっくりとご覧になり赤地さんに想いを馳せているようにも見えました。

当画廊のアドバイザーでもあった赤地さんのことをいつまでも忘れずに仕事を続けて行こうと思います。
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